
最高裁秘書第5603号

令和元年11月29日

林弘法律事務所

弁護士山中理司様

最高裁判所事務総長中村

司法行政文書開示通知書

6月3日付け（同月5日受付，第014021号）で申出のありました司法行政

文書の開示について，下記のとおり開示することとしましたので通知します。

記

1 開示する司法行政文書の名称等

（1） 令和元年度判事補基礎研究会日程表（片面で1枚）

（2） 令和元年度判事補基礎研究会日程表兼研究会場等一覧（片面で1枚）

（3） 平成'31年度判事補基礎研究会参加者名簿（片面で3枚）

（4） 平成31年度判事補基礎研究会参加者名簿（期有） （片面で3枚）

（5） 「令和元年度判事補基礎研究会配布資料目録」 と題する書面（片面で2枚）

（6） 令和元年6月4日付け令和元年度判事補基礎研究会「資料目録」 と題する書

面（片面で1枚）

（7） 「資料目録」 と題する書面（資料1及び2の記載があるもの） （片面で1枚）

（8） 「資料目録（行政局） 」 と題する書面（片面で1枚）

（9） 「裁判員裁判の実施状況について（制度施行～平成31年3月末・速報） 」

と題する書面（片面で1枚）

（10 「参考統計表」 と題する文書（片面で1枚）

2 開示しないこととした部分とその理由



1の(2)の文書には，公にすると警備事務の適正な遂行に支障を及ぼすおそれが

ある情報が記載されており， この情報は，行政機関情報公開法第5条第6号に定

める不開示情報に相当することから， この情報が記載されている部分を開示しな

いこととした。

開示の実施方法3

写しの送付

担当課 秘書課（文書室） 電話OS (3264) 5652 (直通）



令和元年度判事補基礎研究会

日 程 表

※懇談会を予定

月 日 曜 実 施 内 容

6

3

4

5

6

月

火

水

木

所
長
挨
拶

０５９ 10:00 10:20

オリエンテーション

司研教官

矢尾和子

10:30 12:00I13:00 14:00

講演と意見交換

｢裁判官として‘の成長」

公害等調整委員会委員長
(元福岡高裁長官）

荒井 勉

14:20 17:00

共同研究（班別）

｢判例調査と合議への活用」

A班東京地裁判事伊藤正晴

B班東京地裁判事田中
一 彦

c班東京地裁判事柴田義明

D班東京地裁判事家令和典

E班東京地裁判事小森田恵樹

※

9:50 12:00

講演と意見交換

｢対話こそ共生社会を開くカギ～障害者差別解消
法，改正障害者雇用促進法施行後3年に考える」

弁護士

大胡田 誠

13:00 15:00

説明と意見交換

｢裁判所の組織，組織運営を考える
－裁判所書記官との協働など一」

総務局第一課長平城文啓

人事局総務課長和波宏典

15:20 17息20

説明と意見交換

｢裁判所の広報について」

最高裁事務総局広報課長

徳岡 治

10:00

共同研究

｢外部経験を生かす」

11:30112:30
！

東京地裁判事補 田野井蔵人

津地裁判事補 檀上信介

福島地裁会津若松支部判事補 山本明子

札幌家裁苫小牧支部判事補 峯 健一郎

13:30 13:50 16:50

意見交換（班別）

｢これから目指すもの」

a班司研教官矢尾和子

b班司研教官鈴木 巧

c班司研教官岡崎克彦

d班司研教官香川徹也

10:00 12:00il3:00 14:00

問題研究（班別）

｢令状事件の実務」 【選択型】

1班東京地裁判事村田千香子

2班東京地裁判事土倉健太

3班大阪地裁判事船 戸 宏之



令和元年度判事補基礎研究会

日程表兼研究会場等一覧

実 施 内 容

半ド豊 10:30 12:00i13:00 14:00

講演と意見交換

「裁判官としての成長」

17：0014:2010:00 10:209：50

共同研究（班別）

「判例調査と合議への活用」オリエンテーション

※

東京地裁判事

東京地裁判事

東京地裁判事

東京地裁判事

東京地裁判事

伊藤

田中

柴田

家令

小森田

晴
彦
明
典
樹

’
班
班
班
班
班

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

正
一
義
和
恵

公害等調整委員会委員長

（元福岡高裁長官）

荒井 勉

司研教官

矢尾和子
所
長
挨
拶

31 月

「 ｝■■ 大研究室大研究室 室
室
室

習
習
習

演
演
演

１
２
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第
第
第

’
｜ ’ 1 1 1 ，

13:00 15:00

説明と意見交換

「裁判所の組織，組織運営を考える
－裁判所書記官との協働など－」

15:20

説明と意見交換

「裁判所の広報について」

17:209：50 12：00

講演と意見交換

「対話こそ共生社会を開くカギ～障害者差別解消
法，改正障害者雇用促進法施行後3年に考える」

41火

最高裁事務総局広報課長

徳岡 治

総務局第一課長平城文啓

人事局総務課長和波宏典

弁護士

大胡田 誠

．I ■■■■ 大研究室大研究室6

11:30112:30 13:30 16:5013：5010:00

意見交換（班別）

「これから目指すもの」

共同研究

「外部経験を生かす」

司研教官

司研教官

司研教官

司研教官

矢
鈴
岡
香

東京地裁判事補

津地裁判事補

福島地裁会津若松支部判事補

札幌家裁苫小牧支部判事補

蔵人

信介

明子

健一郎

尾和子

木 巧

崎克彦

川徹也

井
上
本

野田
檀
山
峯

a班

b班

c班

d班

5 I水

■溌篝識■譲麓 1■襲潅識■
第3演習室

第4演習室

ｒ
Ｌ

a班

b班

班班

a

12:O0il3:00 14:00

、
》

10:00

問題研究（班別）

「令状事件の実務」 【選択型】

東京地裁判事

東京地裁判事

大阪地裁判事

村
土
船

千香子

健太

宏之

班
班
班

１
２
３

田
倉
戸

6 1木

｛
※懇談会を予定

■
班
班
班

Ａ
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Ｃ

畷■蕊菫

■■■大研究室

蕊■蕊麓。灘■第↑･演習＝



平成31年度判事補基礎研究会

参加者名簿
高裁管内 本 務 庁 考氏 名 備

東京 東京地裁 佳 子

瑞 穂

利 奈

友 行

祐 吾

周 世

茉 由

岳 洋

翔 大

信 宏

里 美

翔 平

裕 貴

奈々絵

裕 矢

美 香

宏 樹

小夜子

智 裕

惟 子

拓 二

英

真理子

泰 宏

郁 弥

康

暢 宏

恵梨佳

拓 馬

勇 馬

健 斗

裕 希

真 実

公 大

恵 里

上 田

上 野

濱 中

加賀谷

唐 津

木 村

金 子

杉 本

長谷川

堀 内

宮

山 井

吉 原

大 島

川 野

澁 江

治 部

野 上

須 川

佐々木

清 水

長谷川

本 田

柿 部

平古場

金 澤

谷 山

松 尾

新 居

大 畑

亀 井

菅 野

佐々木

中 村

野 上

横浜地裁

さいたま地裁

千葉地裁

宇都宮地裁

前橋地裁

静岡地裁

甲府地裁

大阪地裁大阪



考高裁管内 本 務 庁 備氏 名

大阪 大阪地裁 水 谷

森

伊 藤

上 田

友 延

秦

堀

立 仙

佐々木

進 藤

岩 谷

餅 田

澤 田

庄 司

新田

樋 口

中村

森

小 出

浅 井

尾 嶋

大 庭

信 吉

後 藤

古 川

竹 田

川 上

浦恩城

渋 谷

伊 藤

西 村

早 見

川 越

桑 原

岩 竹

翔
美朋

祐
千
裕
卓
優
早
健

里
貝京都地裁

愛
美
義
夏
矢
詞
諭
彩
平
里
人
志
惟
明
太
泰
香

神戸地裁

奈良地裁

大津地裁

和歌山地裁

名古屋地裁名古屋 庄
真
真
浩
瑠
暢
香
成
彩
翔
直
将
沙

津地裁

岐阜地裁

福井地裁

金沢地裁

富山地裁

広島地裁

■■■■■■■■■■，

広島 也
伍
彩
翔
樹
イ
史
介

岡山地裁

松江地裁

福岡地裁

泰
タ
泰
俊
佑
有

福岡

大分地裁

熊本地裁

仙台地裁

皇
貝

仙台 紗
輝
之
き
遼

元

盛岡地裁

秋田地裁

札幌地裁

嵩

いぶ

札幌



I

）

高裁管内 本 務 庁 備’ 考氏 名

札幌 札幌地裁 大
亀
牧
上
大
丸

峻
子
成
梨
平
矢

木
井
野
原
西
林

直
一

高松 高松地裁

徳島地裁

松山地裁

絵
康
裕

合計76人

I

I

！



令和元年度判事補基礎研究会

参加者名簿
考高裁管内 本 務 庁 備名氏

佳 子

瑞 穂

利 奈

友 行

祐 吾

周 世

茉 由

岳 洋

翔 大

信 宏

里 美

翔 平

裕 貴

奈々絵

裕 矢

美 香

宏 樹

小夜子

智 裕

惟 子

拓 二

英

真理子

泰 宏

郁 弥

康

暢 宏

恵梨佳

拓 馬

勇 馬

健 斗

裕 希

真 実

公 大

恵 里

東京 東京地裁 上 田

上 野

濱 中

加賀谷

唐 津

木 村

金 子

杉 本

長谷川

堀 内

宮

山 井

吉 原

大 島

川 野

澁 江
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松 尾
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大 畑

亀 井

菅 野

佐々木

中 村

野 上
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期
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横浜地裁

さいたま地裁

千葉地裁

宇都宮地裁

前橋地裁

静岡地裁

甲府地裁

大阪地裁大阪



高裁管内 本 務 庁 考氏 名 備

大阪 大阪地裁 水 谷

森

伊 藤

上 田

友 延

秦

堀

立 仙

佐々木

進 藤

岩 谷

餅 田

澤 田

庄 司

新 田

樋 口

中 村

森

小 出

浅 井

尾 嶋

大 庭

信 吉

後 藤

古 川

竹 田

川 上

浦恩城

渋 谷

伊 藤

西 村

早 見

川 越

桑 原

岩 竹

翔
美
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朋
祐
千
裕
卓
優
早
健

京都地裁 貴

愛
美
義
夏
矢
詞
諭
彩
平
里
人
志
惟
明
太
泰
香

神戸地裁

奈良地裁

大津地裁

和歌山地裁

名古屋地裁名古屋 庄
真
真
浩
瑠
暢
香
成
彩
翔
直
将
沙

津地裁

岐阜地裁

福井地裁

金沢地裁

富山地裁

広島地裁

一

広島 也
伍
彩
翔
樹
イ
史
介

岡山地裁

松江地裁

福岡地裁

泰
夕
泰
俊
佑
有

福岡

大分地裁

熊本地裁

仙台地裁

皇
貝

仙台 紗
輝
之
き
遼

一
兀
里
局
い

盛岡地裁

秋田地裁

札幌地裁

ぶ

札幌



備 考高裁管内 本 ‐務庁 名氏

峻
子
、
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期
期
期
期
期
期
祁

９
９
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９
９
９

６
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６
６
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６
計Ａ口

札幌地裁 大
亀
牧
上
大
丸

０
０
．
心

木
井
野
原
西
林

札幌

直
一

絵
康
裕

高松地裁

徳島地裁

松山地裁

高松

1
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令和元年度判事補基礎研究会

酉己布資料目

日程表兼研究会場等一覧

班別名簿

録

■

■

(6月3日(月)使用分）

q荒井講師レジュメ,資料(各1部）

(6月4日(火)使用分）

･大胡田講師レジユメ,資料(各1

・平城講師和波講師資料(1部）

・徳岡講師レジュメ(1部）

資料(各1部）



(6月5日(水)使用分）

・山本講師檀上講師峯講師田野井講師レジュメ

(各訶部）

(その他）

･民事事件参考資料（1部）

・刑事裁判の現状と課題(1部）

・家庭裁判所の現状と課題(1部）

・行政局参考資料(1部）

・簡裁民事訴訟手続の概要(三訂版)＝冊子(1冊）

・六訂少年審判運営の手引＝冊子(訶冊）

ー



令和元年6月4日

令和元年度判事補基礎研究会

資 料 目 録

資料1

資料2

資料3

資料4

資料5

資料6

裁判所における男女別・試験別採用状況

地方裁判所の組織と権限（本庁）

裁判所の官職等

裁判所職員採用試験等の概要

行政職俸給表（一）

下級裁判所事務処理規則

大法廷首席書記官等に関する規貝I資料7



資料目録

資料1 各種事件統計

民事事件の概況

【全】民事事件新受件数

地方裁判所の民事事件

【地－1】新受・既済・未済件数の推移（ワ号事件）

【地－2】既済事件の平均審理期間の推移（ワ号事件）

【地－3】弁護士数及び経験年数別の弁護士割合の推移

【地－4】係属期間が2年を超える長期未済事件の件数及び割合の推移（ワ号事件）

【地－5】手続段階別平均期間の推移（人証調べを実施して対席判決で終局したワ号事件）

【地－6】平均期日回数及び平均期日間隔の推移（人証調べを実施して対席判決で終局し

たワ号事件）

【地－7】既済事件の合議件数及び合議率の推移（ワ号事件）

【地－8】未済事件の合議件数及び合議率の推移（ワ号事件）

【地－9】審理期間2年超の既済件数及び合議率の推移（ワ号事件）

簡易裁判所の民事事件

【簡一1】簡裁における第一審通常訴訟の新受，未済件数及び平均審理期間の推移

【簡一2】簡裁における交通損害賠償（通常）の新受，既済件数及び平均審理期間の推移

【簡一3】調停新受件数推移

【簡一4】簡裁控訴（し号事件）の新受件数等

【簡一5】平成21年及び平成30年の合議事件の件数及びし号事件の割合（既済事件）

【簡一6】簡裁交通損害賠償訴訟（通常訴訟）の控訴率及び簡裁控訴事件（し号事件）の

既済件数

倒産事件

【倒一1】破産事件の新受，未済事件数の推移

【倒一2】破産事件の新受事件数の推移（自然人，法人・その他）

【倒一3】破産手続開始決定数の推移（同時廃止，管財）

【倒一4】破産事件の平均処理期間の推移（同時廃止・異時廃止・終結）

【倒〒5】通常再生事件の新受，未済事件数の推移

【倒一6】個人再生事件の新受，未済事件数の推移

民事執行事件

【執－1】不動産執行事件の新受・未済件数の推移

【執－2】債権執行事件の新受・未済件数の推移

保護命令事件

【DV】配偶者暴力に関する保護命令事件の処理状況等について

資料2民事局・行政局のデータベースにログインする方法について

※統計数値のうち，平成30年の数値はいずれも速報値である。



資料目録(行政局）

行政訴訟事件

【行1】行政訴訟事件新受･既済･未済件数及び本人訴訟率

【行2】行政訴訟事件既済平均審理期間及び長期未済事件の審理期間別事件数

【行3】行政訴訟事件事件類型別新受件数

国家賠償事件

【国1】国家賠償訴訟事件新受件数及び本人訴訟率

【国2】国家賠償訴訟事件新受件数における被告の別

【国3】国家賠償訴訟事件新受件数における請求類型の別

【国4】国家賠償訴訟事件事件類型別新受件数

労働関係事件

【労1】労働関係民事通常訴訟事件新受･既済．未済件数及び平均審理期間

【労2】労働関係民事通常訴訟事件既済事件における合議･単独事件の件数及び合議率

【労3】労働関係行政訴訟事件新受･既済･未済件数及び平均審理期間

【労4】労働審判事件新受･既済･未済件数及び既済平均審理期間

【労5】労働審判事件終局事由別既済件数の割合

【労6】労働審判事件全国の地方裁判所ごとの新受件数

【労7】労働関係民事通常訴訟事件.労働審判事件新受事件の種類別.事情別割合

知的財産権関係事件

【知1】知的財産権関係民事通常訴訟事件新受･既済･未済件数及び平均審理期間

【知2】知的財産権関係民事通常訴訟事件事件の類型別新受件数

【知3】知的財産権関係審決取消訴訟(第一審)事件新受｡既済･未済件数及び平均審理期間

【注】

各資料の末尾に｢(最高裁判所行政局調べ)｣と記載されているものの数値は,各庁からの報告を集計した概数であ
り,所定の修正を行うことがある。



裁判員裁判の実施状況について（制度施行～平成31年3月末・速報）
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